可微分統計量の漸近分布について (統計数理研究所 研究活動 (1985年度研究発表会要旨)) by 安芸 重雄 & Sigeo Aki





















             可微分統計量の漸近分布について
                                安  芸  重  雄
 ハ，を．二験分布関数とし，r［ハ，］を可微分統計量とする．このとき或る正整数mとm変数関数gが
存在してm刎2（τ［F、］一丁［F1）の極限分布と
                  m
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篶一∫’…∫㌦（1・，…，1・）茸肌（11）
と書ける．実際，
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              分布の一様近似の基準と応用
                                松  縄     規
 二つの確率分布列の間のha1f varistionの意味での一様近似について，いくつかの修正情報量基準と
その応用結果について報告する．
 それらの基準により分布列問の一様近似に関し，原理的に，次の諸点を考慮した扱いが可能となる：
（i）適切な近似主領域の設定によりそこでの近似問題を考えればよい．（ii）一様近似の誤差を，上下
からの二重不等式により定量的に許可可能．（iii）漸近的結果が容易に従う．（ii）に関し，upper
bomdsはかたり多くの場合に良い結果を与える．特に小標本の時有用である．1owerboundsは従来の
理論では殆ど考慮されたかったが，本報告の接近方法では下からの近似誤差もかたり見通し良く評価可
能．なお，実際の応用に際し通常のK｛情報量に基づく近似誤差のupperbomdsとの併用も，計算可
